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 “仕事がつらい”“日常生活がつらい”
サインを見逃さないで！
それって更年期かも

PICK UP

COLUMN 1 性が商品にされないために
誰が誰を搾取しているのか

COLUMN 2 パステルカラーの家制度にご注意
埋め込まれた女性の無償労働依存

～家庭のモラルハラスメントから心を守るために～

特　集

「不機嫌」で
相手を支配していませんか？
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更年期を学ぶならこの一冊

更年期を学ぶならこの一冊

『マンガ　これって更年期ですか？』
上田惣子（著）、高尾美穂 （監） 
大和書房　2026年

「最近、仕事に集中できない」「以前ならで
きていたことが、なぜかつらい」「毎日やる気
が出ない」。40代、50代を迎え、そんな変化
を感じていませんか。仕事に加えて、子育
てや親の介護、家族や地域のことなど、い
くつもの役割を担う時期。だからこそ、心
身の不調を感じていても「疲れているだけ」
「年齢のせい」とそのままにしている女性は
少なくないでしょう。でも、その不調は「更
年期」のサインかもしれません。産婦人科
医の高尾美穂先生にお話を伺いました。

高尾 美穂
たかお・みほ

産婦人科医・医学博士・産業医。女性のための統合ヘルスク
リニック「イーク表参道」副院長。働く女性の産業医として
内閣府男女共同参画局・人事局などで職員研修を担当。「すべ
ての女性によりよい未来を」をモットーに、多角的にサポー
トすることをライフワークとしている。長年ヨガを愛好し、
スポーツドクターとしての解剖学的な知識をベースに多くの
ヨガインストラクターを指導。YouTube「高尾美穂からの
リアルボイス」では、女性のお悩みに答え、楽に生きられる
考え方を配信している。著書『人生たいていのことはどうに
かなる あなたをご機嫌にする78の言葉』（扶桑社）他多数。

高尾美穂オフィシャルサイト　https://www.mihotakao.jp/

Profile

仕
事
を
手
放
す
の
で
は
な
く
、
仕
事
の
や
り

方
を
変
え
る
。
医
療
の
力
を
借
り
る
。「
我
慢

す
る
」
か
「
や
め
る
」
か
の
二
択
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
更
年
期
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方

を
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
で
選

び
直
す
き
っ
か
け
に
も
で
き
ま
す
。

　

更
年
期
は
女
性
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
男
性
に
も
、
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
な
ど

に
伴
っ
て
男
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
が
低
下
し
、
心
身
の
不
調
が
生
じ
る

「
男
性
更
年
期
障
害（
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
）」
が
あ

り
ま
す
。
疲
れ
や
す
い
、
気
力
が
出
な
い
、

睡
眠
の
問
題
、
性
機
能
の
低
下
な
ど
、
症
状

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

女
性
も
男
性
も
、「
な
ん
と
な
く
つ
ら
い
」

を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

更
年
期
は
、
病
気
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、

女
性
の
人
生
に
訪
れ
る
自
然
な
変
化
で
す
。

た
だ
し
、「
自
然
な
こ
と
」
と
「
我
慢
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
は
イ
コ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ら
い
と
き
に
は
、
つ
ら
い
と

言
っ
て
い
い
。
ヘ
ル
プ
を
求
め
て
も
い
い
。

治
療
を
選
ん
で
も
い
い
。
働
き
方
を
変
え
て

も
い
い
。
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
知
り
、

必
要
な
情
報
を
得
て
、
自
分
に
合
っ
た
選
択

を
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
考
え
方
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
40
代
、
50
代
は
、
ま
だ
ま
だ
人
生
の
途
中

で
す
。
今
の
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

少
し
先
の
未
来
の
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

「
こ
れ
く
ら
い
我
慢
し
な
く
て
は
」
と
頑
張
り

続
け
る
の
で
は
な
く
、「
私
は
ど
う
し
た
い
？
」

と
、
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
歩
い
て
い
く

か
を
決
め
る
の
は
、
ほ
か
の
誰
で
も
な
い
、

あ
な
た
自
身
な
の
で
す
か
ら
。

（
注
）
出
典
：
第
６
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
本

編 

第
２
部  

 I.  

第
４
分
野 

生
涯
を
通
じ
た
男
女
の

健
康
へ
の
支
援
）

く
て
は
い
け
な
い
時
代
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
、
症
状
が
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
出
て

い
る
の
か
を
自
分
な
り
に
把
握
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
40
歳
以
降
で
月
経
周
期
や
出
血
量
が
変
化

し
て
き
た
場
合
は
、
更
年
期
の
始
ま
り
と
と
ら

え
る
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　

婦
人
科
で
は
、
問
診
を
中
心
に
、
必
要
に
応

じ
て
超
音
波
検
査
や
血
液
検
査
な
ど
を
行
い
、

ほ
か
の
病
気
に
よ
る
不
調
で
は
な
い
か
、
に
つ

い
て
も
確
認
し
ま
す
。

　

治
療
に
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
補
う
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）、
漢
方
薬
、
症
状
に

応
じ
た
薬
物
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
エ
ク

オ
ー
ル
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も
お
す
す
め
で
き
ま

す
。
ど
の
治
療
を
選
ぶ
か
は
、症
状
や
既
往
歴
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
ご
本
人
の
優
先
順
位
な
ど

を
踏
ま
え
て
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
治
療
す
る
か
し
な
い
か
、
を

誰
か
に
決
め
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、
情
報

を
得
た
う
え
で
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
選
ぶ

こ
と
で
す
。

　

更
年
期
の
不
調
で
仕
事
が
つ
ら
く
な
る
と
、

「
こ
の
先
も
続
け
ら
れ
る
の
か
な
」「
昇
進
を
目

指
す
の
は
無
理
な
の
か
な
」
と
、
未
来
ま
で
悲

観
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
今

つ
ら
い
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
す
べ
て

が
つ
ら
い
こ
と
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少

し
先
の
自
分
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
今
の
働
き
方
を
続
け
た
い
の
か
」「
少
し

ペ
ー
ス
を
変
え
た
い
の
か
」「
仕
事
以
外
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
は
何
か
」。

　

そ
し
て
、必
要
な
ら
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
。

　

働
く
女
性
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
更

年
期
症
状
が
あ
る
人
の
約
６
人
に
１
人
が
「
仕

事
を
や
め
る
か
ど
う
か
悩
む
」、
約
８
人
に
１

人
が
「
新
規
提
案
や
昇
進
試
験
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
め
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

更
年
期
に
よ
る
仕
事
へ
の
影
響
は
、
生
理
に

よ
る
影
響
よ
り
深
刻
だ
と
感
じ
て
い
る
人
も

多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。
つ

ま
り
、「
仕
事
が
つ
ら
い
」「
や
る
気
が
出
な
い
」

と
い
う
悩
み
は
、
本
人
の
努
力
不
足
や
気
持

ち
の
弱
さ
だ
け
で
説
明
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

更
年
期
と
は
、
閉
経
を
は
さ
ん
だ
前
後
約

10
年
間
を
指
し
ま
す
。
日
本
人
女
性
の
閉
経
年

齢
の
中
央
値
は
50
・
５
歳
と
さ
れ
、
50
歳
で

閉
経
す
る
と
す
れ
ば
、
45
〜
55
歳
ご
ろ
が
更
年

期
に
あ
た
り
ま
す
（
図
１
）。

　

こ
の
時
期
に
は
、
卵
巣
の
働
き
が
徐
々
に
低

下
し
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
で
あ
る
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
が
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が

ら
減
少
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
変
化
に
伴
っ
て
、

ほ
て
り
や
発
汗
、
動
悸
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
疲

れ
や
す
さ
、
関
節
の
痛
み
、
睡
眠
の
問
題
な
ど
、

か
ら
だ
に
不
調
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ラ
イ
ラ
、
気
分
の
落
ち
込
み
、

不
安
、
意
欲
や
集
中
力
の
低
下
な
ど
、
こ
こ
ろ

の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
更
年
期
症

状
は
非
常
に
多
様
で
、「
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ

が
な
い
か
ら
更
年
期
で
は
な
い
」
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
症
状
に
よ
っ
て
仕
事
や
家
事

な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
を
「
更

年
期
障
害
」
と
呼
び
ま
す
。

　

更
年
期
と
い
う
か
ら
だ
の
変
化
に
加
え
て
、

仕
事
、
家
庭
、
介
護
な
ど
の
社
会
的
な
負
担

が
重
な
れ
ば
、
つ
ら
さ
が
増
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
知
っ
て
ほ
し
い

の
は
、「
つ
ら
い
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
日
本

語
で
は
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
」

と
訳
さ
れ
ま
す
。
１
９
９
４
年
の
国
際
人
口

開
発
会
議
で
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
、
妊
娠
・
出

産
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
身
体
や
性
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
情
報
を
得
て
、
自

分
で
選
択
し
、
意
思
を
尊
重
さ
れ
な
が
ら
健
康

に
生
き
る
こ
と
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
対
象
は
妊
娠
・
出
産
の
時
期

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
思
春
期
、
更
年
期
、

高
齢
期
を
含
め
、
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
） 

。　

　

つ
ま
り
、
更
年
期
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
ち
、「
つ
ら
い
か
ら
受
診
す
る
」「
治
療
を
受

け
る
」「
働
き
方
を
見
直
す
」
な
ど
を
自
分
で

選
択
す
る
こ
と
も
、
自
分
の
か
ら
だ
を
大
切
に

す
る
た
め
の
と
て
も
重
要
か
つ
基
礎
的
な
権
利

な
の
で
す
。

　

更
年
期
を
迎
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て

の
人
に
治
療
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
方
で
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
な

ら
、「
年
齢
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
我
慢
し
な

閉経…卵巣機能の終了。月経が１年以上来ないことで
　　　閉経とされる。日本人の閉経は平均50歳前後と
　　　言われるが個人差も大きい。

↑
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

　（
女
性
ホ
ル
モ
ン
） 前半

出血のある
期間

45歳 50歳 55歳

後半
出血のない
期間

更年期の期間
（閉経年齢中央値 50.5 歳）

10 20 30 40 50 60 70 80 90
         （％）

0

仕事の効率が落ちる 71.171.1
78.978.9

15.515.5
37.437.4
37.137.1

30.230.2
11.611.6

26.026.0
16.216.2

24.924.9
17.717.7
23.523.5

10.510.5
17.417.4

9.89.8

8.78.7
7.77.7

4.74.7

6.96.9

3.63.6

4.84.8

9.49.4

4.04.0

1.61.6

4.54.5

2.32.3
0.50.5

0.80.8

71.1
78.9

経血で仕事の服（制服を含む）を
汚してしまった

ミスが増える

15.5
37.4
37.1

30.2

経血で会社の椅子などを汚してしまった 11.6
26.0

仕事に行くのがつらく、休む 16.2
24.9

仕事でのコミュニケーションが
うまくいかない／トラブルになりやすい

17.7
23.5

遅刻や早退をする 10.5
17.4

プレゼンなど重要な業務で
力を発揮できない

9.8

移動や外出を伴う業務を断る、行わない 8.7
7.7

新規提案や昇進試験の受験などに
積極的に取り組めない

11.7

仕事をやめるかどうか悩む 16.2

出張を断る、参加しない 4.7

責任ある業務のアサインを断る 6.9

3.6

4.8

9.4

4.0

1.6

昇進を断る 4.5

仕事をやめた 2.3
0.5

0.8

出典：日経BP総合研究所「働く女性の生理や更年期に関する調査 2023」調査

■ 更年期調査（n＝666）
■ 生理調査（n＝1039）

更年期調査では「仕事をや
めるかどうか悩む」という
人が生理調査の４倍で、仕
事の継続や昇格への影響
は、更年期の方がより深刻
であることがうかがえる。

Pick Up

“日常生“日常生活活ががつらい”つらい”“日常生活がつらい”
“仕“仕事事ががつらいつらい””“仕事がつらい”

サインを見逃さないサインを見逃さないでで！！

 それっ それってて　　　　　　かかもも更更年年期期更更年年期期
サインを見逃さないで！

産婦人科医／イーク表参道副院長　高尾 美穂

 それって　　　かも更年期更年期

図２　生理と更年期症状による仕事への影響

図１　更年期とは 更
年
期
は
、
誰
に
で
も
訪
れ
る

「
か
ら
だ
の
変
化
」の
時
期

更
年
期
は
、
誰
に
で
も
訪
れ
る

「
か
ら
だ
の
変
化
」の
時
期

「
私
だ
け
が
つ
ら
い
」の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

「
私
だ
け
が
つ
ら
い
」の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
は
、
更
年
期
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
は
、
更
年
期
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る

「
我
慢
す
る
」
以
外
の

選
択
肢
が
あ
り
ま
す

「
我
慢
す
る
」
以
外
の

選
択
肢
が
あ
り
ま
す

更
年
期
だ
か
ら
、
と
キ
ャ
リ
ア
を

諦
め
な
く
て
い
い

更
年
期
だ
か
ら
、
と
キ
ャ
リ
ア
を

諦
め
な
く
て
い
い

男
性
に
も「
更
年
期
」
が
あ
り
ま
す

男
性
に
も「
更
年
期
」
が
あ
り
ま
す

自
分
の
か
ら
だ
を
知
る
こ
と
は
、

自
分
の
人
生
を
選
ぶ
こ
と

自
分
の
か
ら
だ
を
知
る
こ
と
は
、

自
分
の
人
生
を
選
ぶ
こ
と
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北
区
ス
ペ
ー
ス
ゆ
う
で
は
、「
こ
こ
ろ
と
生
き
方
・
Ｄ
Ｖ
相
談
」
を
ご
予
約
制
で
承
っ
て
い
ま
す
。

ご
予
約
不
要
の
北
区
Ｄ
Ｖ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
も
あ
り
ま
す
。
受
付
時
間
等
の
詳
細
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内閣府の調査（図）によると、DV相談の主な内容で一番多いのは精神的DVです。精神的DVにはモラル・ハラスメン
トや不機嫌な態度も含まれます。自分の考えや気持ちは、言葉にして相手に伝えないと伝わりません。今回は、岡
野あつこさんに不機嫌な態度について教えていただきました。

毎年11月12日～25日は「女性に対する暴力をな
くす運動」の期間です。また、毎年11月は「オレ
ンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」です。
パープルリボンとオレンジリボンをシンボルに、
全国で様々な啓発活動が実施されています。

*DV＝domestic violence（ドメスティック・バイオレンス）　の略。配偶者や恋人 
　などから受ける身体的・精神的・経済的・社会的・性的な暴力など。

岡野 あつこ
おかの・あつこ

35年前に結婚、離婚相談室
を設立、相談件数は4万件以
上を手がけた、夫婦カウンセ
リングのパイオニア。岡野
メソッドによる夫婦修復プ
ログラム開発。マル秘テク
ニックを交えた的確なアド
バイスが好評。テレビ・ラ
ジオ・講演など幅広く活躍
中。現在、NPO法人日本家族
問題相談連盟理事、目白短期
大学非常勤講師を務める。

Profile

岡野 あつこ夫婦相談士®／公認心理師

次の項目に当てはまるものはありませんか。

複数当てはまる場合は、モラハラが起きている
可能性があります。

図　DV相談の内訳（複数選択・一部抜粋）

20％ 40％ 60％ 80％

出典：内閣府男女共同参画局「令和７年度DV相談プラス事業における相談状況調査」報告書

100％0％

身体的DV

性的DV

精神的DV

経済的DV

□ 相手の機嫌を最優先にしてしまう

□ 自分の意見を言うのが怖い

□ 何かあると自分が謝ってしまう

□ 外では優しいのに家では態度が違う

□ 無視やため息、舌打ちで責められる

□ お金や交友関係を細かく管理される

□ 「あなたのため」と言われ続ける

□ 自分に自信がなくなってきた

あなたは大丈
夫？

 モラハラチェック モラハラチェック モラハラチェック モラハラチェック モラハラチェック

相相手手ををでで相相手手ををでで 支配支配支配支配支配相手をで
ししていませんていませんかか？？ししていませんていませんかか？？していませんか？

～家庭のモラルハラスメントから心を守るために～～家庭のモラルハラスメントから心を守るために～～家庭のモラルハラスメントから心を守るために～

社会的DV （N=37,852）（N=37,852）

74.4％（28,149）74.4％（28,149）

30.1％（11.395）30.1％（11.395）

19.5％（7,393）19.5％（7,393）

6.7％（2,524）6.7％（2,524）

6.7％（2,522）6.7％（2,522） （N=37,852）

74.4％（28,149）

30.1％（11,395）

19.5％（7,393）

6.7％（2,524）

6.7％（2,522）

特集

不機嫌

　
「
最
近
、
家
に
帰
る
と
相
手
の
顔
色
ば
か
り

気
に
し
て
し
ま
う
」「
何
を
言
っ
て
も
否
定
さ

れ
る
気
が
す
る
」「
怒
鳴
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
の
に
、
一
緒
に
い
る
と
息
苦
し
い
」。

　
35
年
以
上
、
４
万
件
を
超
え
る
夫
婦
や
家
族

の
相
談
を
受
け
て
き
た
私
の
も
と
に
は
、
こ
の

よ
う
な
相
談
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
怒
鳴
る
、
殴
る
と
い
っ
た
分
か
り

や
す
い
暴
力
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

今
、
家
庭
で
増
え
て
い
る
の
は
、
言
葉
や
態
度
、

不
機
嫌
、
無
視
な
ど
に
よ
っ
て
相
手
を
追
い
詰

め
る
「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
モ
ラ
ハ
ラ
）」

で
す
。

　

モ
ラ
ハ
ラ
と
は
、
相
手
を
思
い
ど
お
り
に
動

か
そ
う
と
す
る
「
支
配
」
で
す
。

　

厄
介
な
の
は
、
加
害
者
に
悪
気
が
な
い
場
合

も
少
な
く
な
い
こ
と
で
す
。「
家
族
だ
か
ら
言
っ

て
当
然
」「
相
手
の
た
め
を
思
っ
て
言
っ
て
い

る
」「
正
し
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
だ
け
」̶̶

そ
ん
な
思
い
込
み
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
相
手
の
心
を
傷
つ
け
て
い
ま
す
。

　

私
の
相
談
現
場
で
は
、
モ
ラ
ハ
ラ
を
し
て
い

る
本
人
が
「
自
分
は
悪
く
な
い
」
と
考
え
て
い

る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
は
家

族
の
た
め
に
言
っ
て
い
る
」「
相
手
が
変
わ
れ

ば
問
題
は
な
い
」
と
信
じ
て
い
る
た
め
、
自
分

の
言
動
が
相
手
を
追
い
詰
め
て
い
る
こ
と
に
気

づ
け
な
い
の
で
す
。

　

一
方
で
、
傷
つ
い
て
い
る
側
は
「
私
が
悪
い

の
か
も
し
れ
な
い
」「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
分
か
っ

て
も
ら
え
る
」
と
自
分
を
責
め
続
け
ま
す
。
そ

し
て
、
い
つ
の
間
に
か
相
手
の
顔
色
を
う
か
が

う
こ
と
が
日
常
に
な
り
、
自
分
の
気
持
ち
や
考

え
を
後
回
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

モ
ラ
ハ
ラ
の
怖
さ
は
、
殴
ら
れ
た
傷
の
よ
う

に
目
に
見
え
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
自

分
で
も「
こ
れ
く
ら
い
我
慢
す
べ
き
な
の
で
は
」

「
私
の
考
え
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い

込
み
、
相
談
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て

し
ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
間
関
係
は
一
方
だ
け
が
悪

い
、
正
し
い
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
大
切
な
の
は
、「
支
配
」

が
始
ま
っ
て
い
な
い
か
に
気
づ
く
こ
と
で

す
。

被
害
を
受
け
て
い
る
人
が

ま
ず
で
き
る
こ
と

　

第
一
に
、
相
手
の
不
機
嫌
を
自
分
の
責
任
だ

と
思
わ
な
い
こ
と
で
す
。
相
手
の
機
嫌
は
相
手

自
身
の
課
題
で
す
。「
今
日
は
機
嫌
が
悪
い
ん

だ
な
」
と
心
の
中
で
一
歩
距
離
を
置
く
だ
け
で

も
、
心
は
少
し
守
ら
れ
ま
す
。

　

第
二
に
、感
情
的
に
反
応
し
な
い
こ
と
で
す
。

言
い
返
せ
ば
対
立
が
深
ま
り
、
必
要
以
上
に
謝

れ
ば
支
配
は
強
ま
り
ま
す
。淡
々
と
受
け
止
め
、

必
要
以
上
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
姿
勢
も
、
自
分

を
守
る
大
切
な
技
術
で
す
。

　

第
三
に
、
記
録
を
残
す
こ
と
で
す
。
い
つ
、

ど
ん
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
の
か
を
書
き
留
め
て

お
け
ば
、
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
必
要
な
と
き
に
は
専
門
家
や
第
三
者

へ
相
談
す
る
際
の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ

と
で
す
。
信
頼
で
き
る
家
族
や
友
人
、
専
門
家

に
話
を
す
る
だ
け
で
も
、「
自
分
だ
け
で
は
な

か
っ
た
」
と
安
心
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

関
係
改
善
の
た
め
に

　
「
相
手
に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
方
は

多
く
い
ま
す
。
し
か
し
、「
あ
な
た
は
モ
ラ
ハ

ラ
だ
」
と
責
め
て
も
改
善
す
る
ケ
ー
ス
は
決
し

て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
相
談
現
場
で
お
伝
え
し
て
い
る
の
は
、

「
相
手
を
変
え
よ
う
と
す
る
前
に
、
自
分
が
支

配
さ
れ
な
い
人
に
な
る
こ
と
」
で
す
。

　

趣
味
や
仕
事
、
友
人
と
の
時
間
な
ど
、
自
分

だ
け
の
世
界
を
持
ち
、
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻

し
て
く
だ
さ
い
。
精
神
的
に
自
立
し
た
姿
勢

は
、
相
手
と
の
関
係
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
私
の
相
談
で
も
、
お
互
い
が
「
相
手

を
変
え
る
」の
で
は
な
く
、「
伝
え
方
を
変
え
る
」

「
聴
き
方
を
変
え
る
」
こ
と
を
意
識
し
た
結
果
、

関
係
を
修
復
で
き
た
ご
夫
婦
を
数
多
く
見
て
き

ま
し
た
。

　

夫
婦
は
勝
ち
負
け
を
決
め
る
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
争
う
よ
り

も
、
お
互
い
が
安
心
し
て
気
持
ち
を
話
せ
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
二
人
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
し

て
苦
し
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
夫
婦
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
の
専
門
家
の
力
を
借
り
る
こ
と
も

大
切
な
選
択
で
す
。
第
三
者
が
入
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
思
い
込
み
や
す
れ
違
い
に
気
づ
き
、

新
し
い
関
係
を
築
け
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

我
慢
が
美
徳
と
は
限
ら
な
い

　

モ
ラ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
人
ほ
ど
、「
こ
ん

な
こ
と
で
相
談
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
た

め
ら
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
の
中
で
笑
顔
を

失
い
、
自
分
ら
し
さ
ま
で
失
っ
て
し
ま
う
状
態

を
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
は
35
年
以
上
、
多
く
の
夫
婦
と
向
き
合
っ

て
き
て
、「
夫
婦
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
ど
ち
ら
か
が
支
配
す
る
関
係
で
は
長
続
き

し
な
い
」
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
は
安
心
し
て
帰
れ
る
場
所
で
あ
る
べ
き

で
す
。
我
慢
を
続
け
る
こ
と
が
幸
せ
に
つ
な
が

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

夫
婦
と
は
、
お
互
い
を
支
配
す
る
関
係
で
は

な
く
、
お
互
い
の
人
生
を
応
援
し
合
う
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
家
庭
が「
顔
色
を
う
か
が
う
場
所
」

で
は
な
く
、「
ほ
っ
と
安
心
し
て
帰
れ
る
場
所
」

で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
私
が
相
談
現
場
で
最

も
伝
え
続
け
て
き
た
願
い
で
す
。

　

支
配
さ
れ
な
い
自
分
を
育
て
る
こ
と
が
、
心

を
守
り
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
へ
の
第
一
歩
に

な
る
の
で
す
。

『なぜ「妻の一言」は
カチンとくるのか？』
岡野あつこ（著）
講談社　2024年

関係改善を学ぶならこの一冊
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「トー横キッズ」と呼ばれる子どもたち、いわゆる「パパ活」をする若者、そして18歳を超えた若者のＡＶ出演や性産業
――年齢や状況によって、それぞれに呼び名がつけられています。こうした呼び名によって、社会の問題ではなく「その人
たちの問題」であるかのように捉えられてしまうことがあります。しかし、そこに至るまでに何があったのか、誰がその状
況を利用し、誰が利益を得ているのかを見る必要があります。今回は、子どもや若者たちが性被害にあわないために大人がで
きることについて、NPO法人ぱっぷす理事の岡恵さんにお話を伺いました。

　
さ
ら
に
、
要
求
に
応
え
な
い
こ
と
が
悪
い

こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
た
り
、「
相

談
し
た
ら
自
分
が
叱
ら
れ
る
」
と
子
ど
も
に

思
わ
せ
た
り
、
あ
た
か
も
ほ
か
の
大
人
も
加

害
者
の
味
方
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
た

り
し
て
、
子
ど
も
を
孤
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
Ｎ
Ｏ
を
受
け
止
め
る

　
こ
う
し
た
悪
意
あ
る
大
人
の
行
動
に
対
し

て
、「
嫌
な
ら
Ｎ
Ｏ
と
言
お
う
」
と
子
ど
も
に

求
め
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
負
担
が
大
き
い

こ
と
で
す
。
大
人
で
さ
え
、
相
手
と
の
関
係

や
状
況
に
よ
っ
て
、Ｎ
Ｏ
と
言
う
こ
と
が
難
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｏ
と
言
っ
て
い
い
。
逃
げ
て
も
い
い
。

相
談
し
て
い
い
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
が
相
談
し
て
く
れ

た
と
き
に
は
、「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
し
た

の
？
」
で
は
な
く
、「
よ
く
言
っ
て
き
て
く
れ

た
ね
。
相
談
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
、

ま
ず
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
を
守
り
た
い
、
味
方
で
あ
り
た
い

と
願
う
大
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
、

そ
の
思
い
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

co
lu

m
n

1

社
側
は
「
パ
ー
ト
は
家
計
補
助
。
夫
の
収
入

が
あ
る
の
だ
か
ら
安
く
て
も
当
然
」
と
い
う

書
面
と
出
し
ま
し
た
。

「
夫
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
論

こ
の
よ
う
な
、女
性
に
は
「
夫
と
い
う
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
が
あ
る
か
ら
、
休
業
補
償

な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や
賃
金
が
不
十

分
で
も
問
題
な
い
、
と
い
う
論
理
は
、
非
正

規
ば
か
り
か
正
社
員
も
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
活
躍
」
が
は
や
さ
れ
、「
昇
進
す
れ

ば
男
性
並
み
の
待
遇
に
な
れ
る
」
と
言
わ
れ

て
も
、
女
性
の
多
く
は
子
育
て
や
介
護
を
担

わ
な
い
男
性
と
同
じ
長
時
間
労
働
を
引
き
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
単
身
で
も
、「
扶
養
家
族
が

い
な
い
か
ら
安
く
て
も
困
ら
な
い
で
し
ょ
」

と
言
わ
れ
、
仕
事
を
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い

例
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
男
性
＝
一
家
の
長
＝
家
族
を

養
え
る
賃
金
」
と
い
う
暗
黙
の
論
理

と
そ
れ
を
支
え
る
制
度
は
、
無
償
労

働
も
含
め
た
女
性
の
膨
大
な
労
働
へ

の
過
小
評
価
を
生
み
、
そ
れ
が
退
職

金
か
ら
年
金
に
及
び
、
女
性
の
貧
困

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

「
家
制
度
」の
ソ
フ
ト
な
再
現

　

そ
れ
ら
は
、
か
つ
て
の
「
男
尊
女

卑
」
で
は
な
く
、「
男
性
が
支
え
る

か
ら
女
性
は
安
く
て
も
大
丈
夫
」
と

い
う
、
ソ
フ
ト
な
衣
を
着
た
「
パ
ス

テ
ル
カ
ラ
ー
の
家
制
度
」
と
言
え
ま

す
。
た
だ
、
そ
れ
は
大
き
な
社
会
問

題
を
発
生
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

女
性
が
担
っ
て
き
た
膨
大
な
労
働

　
戦
前
の「
家
制
度
」
は
、
戸
主
（
原
則
と
し

て
男
性
）
に
強
い
権
限
を
与
え
、
家
族
の
女
性

な
ど
を
管
理
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
女
性
は
選

挙
権
も
財
産
権
も
経
済
的
自
立
の
道
も
塞
が

れ
、家
庭
内
の
ケ
ア
労
働
や
農
家
の
「
嫁
労
働
」

な
ど
、
膨
大
な
無
償
労
働
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
戦
後
、
家
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、「
男
性
が
賃
金
を
稼
ぎ
、
女
性
は
そ
の

扶
養
の
下
で
家
事
や
ケ
ア
労
働
を
一
手
に
引
き

受
け
る
べ
き
だ
」
と
い
う
規
範
と
仕
組
み
は
根

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
起
き
た
女
性
の
大
量
失
業
は

「
女
性
不
況
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

招
い
た
の
も
、
こ
う
し
た
見
え
な
い
仕
組
み
の

束
で
し
た
。
女
性
が
７
割
を
占
め
る
非
正
規
が

大
量
に
失
職
し
、
そ
の
休
業
補
償
の
余
り
の
安

さ
に
会
社
を
訴
え
た
パ
ー
ト
女
性
に
対
し
、
会

　

平
成
25
年
ま
で
の
10
年
間
で
増
え
た
女
性

の
就
業
者
数
は
１
０
４
万
人
で
、
男
性
の
減

少
分
１
０
９
万
人
を
ほ
ぼ
補
い
ま
し
た（
図
）。

生
活
で
き
る
賃
金
の
働
き
手
が
減
る
一
方
で
、

仕
事
に
見
合
わ
な
い
低
賃
金
の
働
き
手
が
そ

の
穴
を
埋
め
て
い
く
事
態
は
、
女
性
個
人
の

経
済
的
自
立
を
損
な
う
ば
か
り
か
、
働
き
手

全
体
の
取
り
分
を
減
ら
し
、
二
人
で
働
い
て

も
家
計
が
豊
か
に
な
れ
な
い
社
会
を
作
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
食
い
止
め
る
の
は
、「
女
性
活
躍
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
の

時
間
を
見
込
ん
だ
働
き
方
を
社
会
全
体
の
標

準
に
す
る
こ
と
、
仕
事
の
評
価
を
透
明
化
し
、

不
合
理
な
賃
金
格
差
を
「
差
別
」
と
し
て
認

定
し
、
是
正
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
具
体

的
な
権
利
と
ル
ー
ル
を
私
た
ち
が
求
め
、
実

現
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

岡　恵

ＮＰＯ法人ぱっぷす理事、社会
福祉士。人身取引を専門分野と
し、AV出演や性産業、デジタ
ル性暴力などに関する相談支援
に従事。相談支援の現場に寄せ
られる声をもとに、政策提言や
講演活動にも取り組んでいる。
2014年より、人身取引禁止ネッ
トワーク（JNATIP）運営委
員。共著書に『ポルノ被害の声
を聞く――デジタル性暴力と
#MeToo――』など。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

朝日新聞社記者、和光大学教授などを経て
和光大学名誉教授。NPO法人官製ワーキン
グプア研究会理事。2009年貧困ジャーナ
リズム大賞受賞。『ルポ雇用劣化不況』で
2009年度日本労働ペンクラブ賞受賞。
2022年『賃金破壊』で日隅一雄・情報流通
促進賞特別賞。著書に『ルポ賃金差別』（ち
くま新書）、『10代から考える生き方選
び』（岩波ジュニア新書）、『女性不況サバ
イバル』（岩波新書）ほか多数。共編著に
『官製ワーキングプアの女性たち』（岩波ブ
ックレット）などがある。

Profile

ＮＰＯ法人ぱっぷす理事 岡　恵

たけのぶ・みえこ
竹信  三恵子

おか・めぐみ

  

子
ど
も
の
境
界
線
に
つ
け
こ
む

  

大
人
た
ち

　
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
、
一
人
ひ
と
り
に
、

安
心
・
安
全
な
領
域（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
）
が
あ

り
ま
す
。
面
前
Ｄ
Ｖ
も
含
む
家
庭
内
暴
力
や
虐

待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
学
校
で
の
い
じ
め
な
ど
に

よ
っ
て
、
こ
の
安
心
・
安
全
な
領
域
を
侵
害
さ

れ
続
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　
家
に
安
心
し
て
帰
れ
な
い
。
学
校
に
も
居
場

所
が
な
い
。
頼
れ
る
大
人
が
い
な
い
。
そ
う
し

た
子
ど
も
や
若
者
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
繁
華
街
な
ど

に
居
場
所
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、家
や
学
校
を
出
て
も
、

性
の
商
品
化
が
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
存
在

し
、
そ
れ
を
買
い
、
消
費
す
る
需
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
や
若
者
を
性
的
に
利
用

し
、
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
大
人
が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
「
子
ど
も
や
若
者
本
人
が
望

ん
で
い
る
こ
と
」と
し
て
捉
え
た
り
、「
パ
パ
活
」

や
性
産
業
、Ａ
Ｖ
出
演
な
ど
を「
需
要
と
供
給

が
一
致
し
た
結
果
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え

た
り
し
て
、
大
人
が
傍
観
す
る
こ
と
で
、
こ
の

搾
取
の
構
造
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
至

る
ま
で
に
何
が
あ
り
、
誰
が
そ
の
状
況
を
利
用

し
、
誰
が
利
益
を
得
て
い
る
の
か
を
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
多
く
の
人
と
つ
な
が
れ
る
場
所
に

見
え
ま
す
。
し
か
し
、
１
対
１
の
Ｄ
Ｍ
は
周
囲

か
ら
見
え
に
く
く
、
子
ど
も
を
孤
立
さ
せ
や
す

い
場
で
す
。
そ
こ
に
悪
意
の
あ
る
大
人
が
入
り

込
み
、
共
通
の
話
題
か
ら
優
し
く
共
感
し
、
信

頼
を
得
る
。
そ
し
て
少
し
ず
つ
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

を
あ
い
ま
い
に
し
、
性
的
な
や
り
取
り
や
要
求

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
。
こ
れ
が
グ
ル
ー
ミ
ン

グ
で
す
。

大
人
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
で
は
、
周
囲
の
大
人
に
は
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
大
人
自
身
が
「
自
分
に
は

ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
る
の
か
」
を
知
る
こ
と

で
す
。
自
分
の
権
利
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
の
権
利
を
守
る
こ
と
も
難
し
い
か
ら
で
す
。

　
そ
の
上
で
、「
困
っ
た
と
き
に
は
話
し
て
ほ

し
い
。
迷
惑
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
一
緒
に
考
え

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
大
人
が
い
る
こ
と
を
、

子
ど
も
に
伝
え
て
い
く
。
大
人
も
何
で
も
わ

か
っ
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な

け
れ
ば
「
一
緒
に
考
え
よ
う
」
で
い
い
の
で
す
。

加
害
す
る
側
が
子
ど
も
を
孤
立
さ
せ
る
の
で
あ

れ
ば
、
私
た
ち
は
そ
の
逆
を
つ
く
る
。

　
身
近
な
生
活
の
中
に
も
「
あ
な
た
を
大
切
に

し
た
い
」「
あ
な
た
の
味
方
で
あ
り
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
大
人
が
い
る
。
そ
の
こ
と
を
子
ど

も
自
身
が
知
り
、
安
心
・
安
全
を
感
じ
ら
れ
る

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
、
加
害
す
る
側
が
加
害

し
に
く
い
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

がが商商品品ににされないためにされないために性性が商品にされないために性 誰が誰を搾取しているのか

「女性の活躍」がこれほど叫ばれながら、その進展が鈍いのはなぜでしょう
か。いろいろな原因が挙げられていますが、意外に見落とされがちなものがあ
ります。それは、今も岩盤のように根を張る「パステルカラーの家制度」と言
える仕組みです。ジャーナリストの竹信三恵子さんにお話を伺いました。

ジャーナリスト／和光大学名誉教授 竹信 三恵子

パステルカラーの家制度にご注意ご注意ご注意ご注意ご注意ご注意
～埋め込まれた女性の無償労働依存～
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図　就業者数の産業別の変化（平成15年→25年）

出典：内閣府「男女共同参画白書 平成26年版」
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夫婦・親子関係、パートナーからの暴力、職場や学校でのセクシュアル・ハラスメント、
人間関係、性自認や性的指向等に関することなど、生きていく上での様々な問題の相談に応じます。

秘密
厳守 相談

無料

スペースゆう相談窓口

匿名可
 ☎03-3913-0163
 火～土曜日 ９時～21時 （日曜日は17時まで） 
● 総合相談「こころと生き方・DV相談」 
 　女性（面接相談・電話相談）／男性（電話相談のみ）

● 女性のための法律相談 （年度内２回まで、オンライン相談可）　
● にじいろ法律相談（性的マイノリティに関する法律問題の相談、
　　　　　　　　　　　　      オンライン相談可） 

※事前予約制

● ＤＶ専用ダイヤル ☎03-3913-0015
 火～金曜日 ９時～12時・13時～17時

※予約不要

● にじいろ電話相談 ☎03-3913-0162
 第１土曜日　14時～17時 （性自認、性的指向に関する様々な相談）

※予約不要

女性のためのLINE相談
Ｔｏ Ｕ （トゥユー）

木・土曜日　18時～21時

※ 各相談の日程・時間については北区ホームページよりご確認ください。
※ スペースゆう休館日（月・祝日・年末年始・施設点検日）を除きます。

友だち追加

LINEからも相談できます

相談窓口詳細

※ 相談最終受付 20時30分

相　談　予　約

�����北区男女共同参画週間 映画会・講演会を開催しました

　国が定める男女共同参画週間（毎年 6 月 23 日～ 29 日）に合
わせ、区では映画会・講演会を開催しました。参加者一人ひと
りが、それぞれの個性と能力を十分に発揮できる社会の実現につ
いて改めて考え、理解を深める機会となりました。あいにくの天
候にもかかわらず、多くの方にご来場いただき、大変盛況のうち
に終了しました。

ゆうレポート
バックナンバー

スペースゆう
HP

開館時間
休 館 日

９時～21時 （日曜日は17時まで）
月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日も休館）
祝日、年末年始
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東京都北区総務部多様性社会推進課
スペースゆう（北区男女共同参画活動拠点施設）
パール商事株式会社

TEL 03-3913-0161　FAX 03-3913-0081
E-mail  danjo-c@city.kita.lg.jp

東京都北区スペースゆう情報誌
男女共同参画社会をめざす

ゆうレポート No.68

問合せ
〒114-8503
東京都北区王子1-11-1 北とぴあ5階

北とぴあ

●

●

● ●

王子駅北口徒歩5分
北とぴあ5階

『半径３メートルの幸福論～自分らしく明日の環境を変えていく～』

「
大
コ
メ
騒
動
」
製
作
委
員
会

c

● 「男だから」「女だから」を言い訳せず、
何事も諦めないで現状を変えようとする
ことが大切だと改めて思いました。 

● 「史実に基づいた、約100年前のコメ騒動
があったことを知り、とても学びになり
ました。子どもたちにも、こういう時代
があったことを伝えたいです。 

● 大衆が、中でも女性が世の中を動かした
こと、改めて考えさせられた。

 

● 「愛をケチるな」と「あいさつは筋トレ」
がとても心に残りました 。 今日は台風の
中、来てよかったです。 

●  「家庭と仕事と健康」の３本をバランス良
く維持することが改めて大切だと思いま
した。「つながる投資が大事」が良い言葉
だと思いました。 

● 人生＝キャリアだという考え方がとても
心に残りました。

講演会映画会
参加者の感想

6月20日 映画会 『大コメ騒動』

6月27日
河合 薫 氏
講演会




